
品種名 ロサ・キネンシス（別名：コウシンバラ）

Rosa chinensis

系統 チャイナ［Cｈ］

作出者（国） ー（中国）

作出年 1789年以前

説明 原種バラで唯一、四季咲きの性質を持つ。様々な四季咲き品種の祖となった。

別名は庚申（コウシン）バラ。

庚申は旧暦で約６０日に一度めぐって来る日で、庚申ごとに花が咲き続けるという意味。

実際には60日よりも速いペースで咲き続ける。

最も基本的な庚申ばらのつる性種。

枝はしなやかで細く、繊細な花も美しい。庭園素材としても優秀な性質を持つ。

比較的早咲きで、当時としては貴重であっただろう春以降の返り咲きがある。


